
（熊谷市）記者クラブ情報

 事業の名称等

１. 実施日時等 平成 25 年 6 月 23 日 午後1時３０分から

平成 年 月 日まで

２. 会場・主催地

３. 主催者・関係者

(1)団体名等

(2)代表者名 ＴＥＬ

４. 事業内容

２　第一部：舞戸礼子さんによる一人芝居「荻野吟子抄　水場の女」

３　第二部：パネルディスカッション「輝く女性の生き方」

　　　　　  コーディネーター　町　亞聖さん

５. 目的・理由

６. 経緯・経過 その人生の中で数々の苦難を乗り越え、日本最初の公許女医となった荻野吟子女

史は、女性活動の先駆者でもあり、郷土の偉人として記念館を建設するなど、市もその顕彰に努め

てきたほか、小中学校の道徳においても授業を実施している。

７. 影響・効果

ことができる。

８.

　フォーラムの構成として一人芝居（演劇）とパネルディスカッションという組み合わせは珍しい。

　ア.県内で初めて イ.県内で 番目

(2)他市が実施している事業に比べて本市の特色

※資料の有無 （

担当課

連絡先 ＴＥＬ

有 ）

048-524-1111　内線３８９

担当者 木村・稲村熊谷市教育委員会　社会教育課

shakaikyoiku@city.kumagaya.lg.jp　　

　このほか、没後１００年記念事業として、本庁舎や各行政センターを巡回するパネル展の開催、

パネル展見学者およびフォーラム参加者向けに、リーフレットも作成する（６，０００部）。

この事業の実施による特記事項・ＰＲポイント

日本最初の女医「荻野吟子」没後１００年記念フォーラム

熊谷文化創造館　さくらめいと（太陽のホール）

熊谷市長　富岡　清

熊谷市・熊谷市教育委員会・財団法人自治総合センター

048-524-1111

女史の没後１００年記念事業の一環として下記の通りフォーラムを開催する。

１　開会行事（来賓：上田清司埼玉県知事ほかを予定）

　　　　 　 パネリスト　　　　文月　玲さん、金子　友紀さん、SHIORIさん

(1)県内の状況

今なお深い感動を与える女史の生涯について、さらに広く発信することで、女史

の偉業を再確認し、次世代に語り継ぐきっかけを作り、市民にとっても女史への思いを新たにする

郷土の偉人荻野吟子女史は、大正２（１９１３）年６月２３日に逝去され、今年

が没後１００年に当たる。日本の公許女医第１号として、また、女性の地位向上にも尽くされた功

績を称え、さらなる男女共同参画を推進するために開催する。

平成25年4月24日発表 

担当課： 教育委員会社会教育課 

mailto:shakaikyoiku@city.kumagaya.lg.jp　　





